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【2011年10月7日】 セカンドハーベスト・ジャパンは、国連が定めた世界食料デーを記念し、第四回フードバンクシンポジウムを開催します。お申し込みは、2枚目の用紙にご記入頂き、
メールかFAXで10月14日（金）17時までにお送り頂ければ幸いです。

　　　　　　第四回 フードバンクシンポジウム2011

日時：2011年10月16日（日）13時受付開始
     13時30分〜16時30分（16時30分〜17時取材対応）
会場：国立オリンピック記念青少年総合センター  セミナールーム（300人収容）
テーマ：東日本大震災とフードバンク　〜支援活動から見えた可能性と課題〜

プログラム：13時開場　13時30分開演　開会のことば　（セカンドハーベスト沖縄）
　　　　　　 13時40分〜　食品企業の震災対応事例
　　　　　　 14時〜現地NPOの震災対応事例 （ワンファミリー仙台、フェアトレード東北）
            15時〜 各フードバンクの対応（ふうどばんく東北AGAIN 、フードバンク関西）
　　　　　　 15時30分〜三菱総合研究所　フートバンク調査アンケート発表

　　　　　　 15時45分〜　パネルディスカッション（新地町役場、企業、NPO、ほか）　

　　        16時30分閉会　（16時30分〜17時　希望者の方の取材対応）
         　　　　　　　　　　　詳細資料→ http://www.2hj.org/index.php/events_j

　会場整備の都合上、ご出席の場合は下記ご記入の上、
１０月１４日(金)１７時までに、
メール（symposium@2hj.org）かFAXでご返信ください。

ご希望がございましたら、１６時半〜１７時まで個別取材に対応させて頂きます。
セカンドハーベスト・ジャパン

第四回フードバンクシンポジウム

ご返信用紙

FAX:０３−３８６３−４７６０

１０月１４日(金)１７時までにご返信ください。

· 　ご出席

· 　個別取材を希望
御社名（記入必須項目）

ご芳名（必須）


email（必須）

お電話番号（必須）

FAX番号


部署名　　　


お持ち込み機材　
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■セカンドハーベスト・ジャパン　　　フードバンク活動を行うNPO法人。フードバンク活動とは、賞味期限内であるにも関わらず、包装の不具合や賞味期限が迫っている、季節商品である、などの理由から、食品企業や量販店、輸入業者、卸業者、農家などが市場に流通できない食品を、食料を必要と　している福祉施設や貧困者に配分する活動。提供者側にとっては廃棄コストを大幅に削減することが　でき、食糧問題と環境問題を解決する一助として、注目されている。フードバンク活動は、1967年に、米国アリゾナ州で始まった。日本で初めてフードバンク活動を始めたのがセカンドハーベスト・ジャパン。2000年に活動開始、2002年3月11日に法人化した。東日本大震災後、3月13日以降、被災地に食料などの支援物資を運搬しており、2011年10月5日現在、東京からの往復回数は93回におよぶ。�


■このプレスリリースに関するお問合せ先


　     ＜セカンドハーベスト・ジャパン＞　広報　　井出　留美（いで・るみ）


　〒111-0053　東京都台東区浅草橋4-5-1 水田ビル1F    　　e-mail : symposium@2hj.org�　　　　　　　　　　　　電話:090-6106-7773  /  03-3838-3827　 FAX :03-3863-4760
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